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写経会 毎月（１月２月を除く）第２日曜 時間午後１時～随時（１５時終了）都合付く時間にできます。 

迷
い
の
世
を
堂
々
と
生
き
る 

雲
泉
寺
住
職 

神
田
恭
真 

 
人
は
迷
い
の
中
に
生
き
て
い
ま
す
。
こ

の
世
に
生
ま
れ
、
老
い
、
病
気
に
な
り
、

死
ぬ
。
仏
の
教
え
を
説
い
た
お
釈
迦
様
は

迷
い
を
自
覚
さ
れ
、
怒
り
や
恨
み
憎
し
み

と
い
っ
た
苦
し
み
も
あ
る
こ
の
世
を
ど
う

生
き
れ
ば
よ
い
の
か
悩
ん
で
厳
し
い
修
行

を
し
ま
し
た
。
そ
し
て
お
釈
迦
様
は
迷
い

の
世
を
堂
々
と
生
き
る
に
は
、
自
分
を
整

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
気
づ
き
ま

し
た
。
整
え
る
と
は
掃
除
修
行
す
る
こ
と

で
す
。
人
は
目
の
前
に
見
え
た
物
す
べ
て

が
頭
の
中
に
入
り
ま
す
。
掃
除
を
す
る
こ

と
で
心
が
落
ち
着
い
て
、
身
の
回
り
の
物

体
も
輝
い
て
良
い
風
が
入
り
、
訪
ね
て
く

る
人
も
気
持
ち
が
良
く
な
り
ま
す
。
禅
道

場
で
掃
除
を
大
切
な
修
行
に
し
て
い
る
の

は
同
じ
理
由
で
す
。 

世
の
中
に
は
色
々
な
人
が
い
て
、
同
じ

よ
う
に
色
々
な
物
が
あ
る
こ
と
を
考
え
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
今
は
捨
て
る
、
売

る
と
い
う
選
択
肢
が
多
い
で
す
が
、
譲
る

と
い
う
選
択
も
い
い
も
の
で
す
。
大
切
な

も
の
、
手
放
し
て
よ
い
も
の
、
ち
ょ
っ
と

保
留
し
た
方
が
い
い
も
の
、
掃
除
は
迷
い

を
捉
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
禅
の
言
葉

に
「
放
下
著
（
ほ
う
げ
じ
ゃ
く
）
」
が
あ
り

ま 

                         

 

ま
す
。
心
配
事
を
放
り
投
げ
て
楽
に
な

り
な
さ
い
と
言
う
意
味
で
す
。
物
を
捨

て
る
断
捨
離
が
流
行
る
の
は
放
下
著
の

効
果
で
す
。
し
か
し
、
物
も
人
と
同
じ

で
衰
え
て
い
き
ま
す
が
、
衰
え
る
味
わ

い
も
あ
り
ま
す
。
物
だ
け
で
な
く
自
分

の
考
え
事
も
、
捨
て
過
ぎ
ず
、
捨
て
な

さ
過
ぎ
ず
、
よ
く
管
理
し
て
長
く
使
っ

て
い
き
た
い
で
す
。 

 
 

              

掃
除
は
迷
い
を
管
理
し
ま
す
。
身
の

回
り
を
整
え
て
空
間
を
作
る
こ
と
で
、

そ
の
空
間
は
新
し
く
活
き
活
き
と
し
て

き
ま
す
。
空
間
を
作
っ
て
、
迷
い
の
世

を
堂
々
と
生
き
て
い
き
た
い
で
す
ね
。 

梅
花
だ
よ
り 

 

曹
洞
宗
梅
花
流
全
国
奉
詠
大
会
は
去
年

（
北
海
道
）
、
今
年
（
長
野
）
と
コ
ロ
ナ

禍
で
中
止
と
な
り
ま
し
た
。
来
年
は
創
立

七
十
周
年
の
記
念
大
会
で
す
。
無
事
開
催

さ
れ
る
こ
と
を
祈
り
ま
す
。 

▼
住
職
よ
り 

恭
真
は
本
年
（
令
和
三
年
）
十
月
に
晋

山
結
制
式
（
住
職
に
な
る
た
め
の
一
世
一

代
の
大
行
事
）
を
修
行
し
、
雲
泉
寺
二
十

九
世
の
法
灯
を
嗣
ぐ
。
コ
ロ
ナ
禍
で
遠
方

寺
院
は
呼
ば
ず
近
隣
寺
院
五
十
名
程
で

規
模
を
縮
小
し
行
わ
れ
る
予
定
。
こ
の
法

要
を
掌
る
西
堂
と
い
う
お
役
は
村
上
市

大
場
沢
・
普
済
寺
住
職
角
一
覚
隆
老
師

で
、
新
潟
市
沢
海
・
大
栄
寺
修
行
道
場
の

後
堂
（
修
行
僧
を
指
導
す
る
お
役
）
を
務

め
て
い
る
。
も
と
も
と
こ
の
儀
式
は
「
制

中
」
と
い
う
九
十
日
間
の
日
程
を
設
け
、

集
ま
っ
た
寺
院
で
そ
の
間
修
行
を
続
け

る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
期
間

中
の
第
一
座
（
首
座
・
修
行
者
の
筆
頭
）

は
新
発
田
市
五
十
公
野
・
白
蓮
寺
徒
弟
関

根
康
揮
師
が
務
め
る
。
現
在
も
大
本
山
永

平
寺
で
修
行
中
で
あ
り
今
年
三
年
目
に

入
る
。
ち
な
み
に
恭
真
は
こ
の
首
座
を
四

国
愛
媛
随
応
寺
僧
堂
修
行
中
に
楢
崎
通

元
老
師
の
も
と
で
務
め
て
い
る
。
私
た
ち

が
僧
侶
と
な
る
に
は
、
得
度
、
立
身
（
首

座
）
、
嗣
法
を
経
て
、
こ
の
大
行
事
を
修

行
し
て
漸
く
一
人
前
の
住
職
（
大
和
尚
）

と
な
る
こ
と
が
で
き
る
。
お
檀
家
の
皆
様

方
に
と
り
ま
し
て
も
こ
の
儀
式
に
巡
り

会
う
こ
と
は
一
生
に
一
度
あ
る
か
な
い

か
で
す
。
無
事
円
成
を
祈
り
ま
す
。 

 

□
第
十
七
教
区
護
持
会
研
修
旅
行 

大
本
山
總
持
寺
祖
院
参
拝
と 

輪
島
・
和
倉
温
泉
の
旅 

 

期 

日 

 

十
月
二
十
六
日
～
二
十
八
日 

（
二
泊
三
日
） 

旅 

費 

六
万
二
千
円 

人 

数 

六
十
名 

申
込
金 

一
万
円
（
旅
費
充
当
） 

〆 

切 

八
月
末
日 

石
川
県
能
登
に
あ
る
大
本
山
總
持 

寺
祖
院
は
今
年
開
創
七
百
年
を
迎
え 

ま
す
。
ま
た
平
成
十
九
年
の
能
登
半 

島
地
震
で
被
災
し
た
伽
藍
の
復
興
工 

事
が
完
了
し
、
落
慶
法
要
等
の
記
念 

諸
行
事
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
こ
の
勝 

縁
に
是
非
と
も
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

 

お
唱
え
を
聞
い
て
見
ま

し
ょ
う
。
下
のQ

R

コ
ー

ド
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

で
読
み
取
っ
て
く
だ
さ

い
。 


